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一
四
春
闘 

妥
結 

中
央
本
部
上
村
執
行
委
員 

長
あ
い
さ
つ(
要
旨) 

 

①
世
界
一
安
全
な
鉄
道
会 

社
を
め
ざ
し
て 

 

福
知
山
線
列
車
事
故
か 

ら
１
９
年
が
経
過
し
、
Ｊ 

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
鉄
道 

安
全
考
動
計
画
２
０
２
７ 

も
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

計
画
初
年
度
で
あ
る
昨
年 

度
、
残
念
な
が
ら
立
て
続 

け
に
死
亡
労
災
が
発
生
し
、 

２
名
の
仲
間
の
か
け
が
い 

の
な
い
命
を
失
い
ま
し
た
。 

「
安
全
は
絶
対
に
譲
ら 

な
い
」
決
意
で
、
是
々
非 

々
で
議
論
を
お
こ
な
い
、 

「
世
界
一
安
全
な
鉄
道
」 

と
胸
を
張
れ
る
Ｊ
Ｒ
西
日 

本
を
労
使
で
め
ざ
し
て
ま 

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

②
心
理
的
に
安
全
で
、
誰 

も
が
生
き
生
き
と
働
き
、 

多
様
性
を
許
容
す
る
職
場 

環
境
を
創
る 

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ 

は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に 

直
面
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ 

西
労
組
は
、
こ
う
し
た
状 

 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
、
７
月
１
８
日
（
木
）
～
１
９
日
（
金
）、「
ホ
テ

ル
フ
ク
ラ
シ
ア
大
阪
ベ
イ
」
に
お
い
て
、
第
３
６
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
執
行
部
か
ら
１
年
間
の
経
過
報
告
や
、
活
動
方
針
、

予
算
案
が
提
起
さ
れ
る
と
共
に
、
全
体
質
疑
で
の
討
論
や
、
各
小
委
員
会
に
お

い
て
は
多
く
の
代
議
員
か
ら
の
発
言
が
あ
り
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
広
島
地
本
か
ら
は
７
名
の
代
議
員
が
発
言
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
中

央
本
部
上
村
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

安
全
を
基
礎
に
絆
を
深
め
、
未
来
を
切
り
拓
こ
う 

勝 

第
３
６
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開
催
！ 

況
に
危
機
感
を
持
ち
「
人 

財
の
確
保
お
よ
び
定
着
と 

成
長
に
向
け
た
提
言
」
を 

提
起
し
ま
し
た
。 

社
員
一
人
ひ
と
り
が
誇 

り
と
働
き
が
い
を
将
来
に 

亘
っ
て
持
ち
続
け
る
こ
と 

の
で
き
る
、
ワ
ー
ク
エ
ン 

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る 

制
度
改
正
、
職
場
環
境
の 

改
善
は
待
っ
た
な
し
と
の 

認
識
の
も
と
、
昨
年
の
総 

合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
に 

お
い
て
、
諸
制
度
改
善
を 

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
５
月
に
は
育
児
・ 

介
護
休
業
法
が
改
正
・
公 

布
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度 

の
総
合
労
働
協
約
改
訂
交 

渉
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で 

以
上
に
、
男
女
が
と
も
に 

仕
事
と
育
児
・
介
護
、
あ 

る
い
は
私
傷
病
な
ど
と
両 

立
で
き
、
多
様
性
を
許
容 

で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い 

て
議
論
し
て
ま
い
り
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

③
２
０
２
５
春
季
生
活
闘 

争
に
つ
い
て 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
有
価
証 

券
報
告
書
で
は
、
昨
年
度 

の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
従
業
員
の 

平
均
年
収
が
、
年
末
の
一 

時
金
獲
得
も
あ
っ
て
、
コ 

ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年 

度
の
水
準
ま
で
戻
っ
て
い 

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ 

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
傷 

ん
だ
賃
金
を
よ
う
や
く
復 

元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し 

た
。 ２

０
２
５
春
闘
は
、
２ 

０
２
４
春
闘
以
上
に
重
要 

な
位
置
づ
け
と
な
る
と
考 

え
て
い
ま
す
。
長
引
く
円 

安
、
燃
料
費
の
高
止
ま
り 

な
ど
に
よ
る
物
価
高
は
ま 

だ
続
い
て
お
り
、
継
続
的 

な
賃
上
げ
は
、
も
は
や
日 

森
岡
代
議
員 

・
中
国
統
括
本
部
所
属
組
合

員
の
組
合
活
動 

・
硬
式
野
球
部
の
応
援 

第
一
小
委
員
会 

（
組
織
・
財
政
） 

 

長
岡
代
議
員 

・
２
０
２
４
春
闘
へ
の
感 

謝 ・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
今
後 

・
地
方
独
立
行
政
法
人
の
設

立
と
転
籍 

・
人
間
ド
ッ
グ
受
診
病
院
指

定
に
関
す
る
要
望 

本
経
済
の
持
続
的
成
長
に 

欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ 

ん
。
さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ 

禍
に
お
い
て
ベ
ア
を
継
続 

的
に
実
施
し
た
他
産
業
と 

の
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ 

と
も
事
実
で
す
。「
人
財 

へ
の
投
資
」
と
し
て
、
そ 

の
成
果
配
分
を
求
め
て
い 

く
覚
悟
を
表
し
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

④
魅
力
と
求
心
力
あ
る
、 

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
活 

動
を
展
開
す
る 

 

こ
こ
１
年
で
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会 

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、 

と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
に
入 

社
し
た
組
合
員
の
皆
さ
ん 

は
、
職
場
の
先
輩
、
同
僚 

と
の
繋
が
り
、
絆
は
弱
ま 

り
、
苦
慮
し
て
い
る
方
も 

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ 

う
か
。
地
本
、
支
部
や
分 

会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
エ
夫 

を
凝
ら
し
て
い
る
と
は
思 

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以 

上
に
、
誰
も
が
参
加
し
や 

す
い
活
動
を
模
索
し
、
活 

動
の
魅
力
を
高
め
て
い
た 

だ
く
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。 

⑤
地
域
に
根
差
し
た
公
共 

交
通
の
実
現
と
政
治
と
の 

関
わ
り
に
つ
い
て 

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
管
内
の
地 

方
路
線
は
極
め
て
厳
し
い 

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

現
在
、
芸
備
線
の
一
部
区 

間
に
つ
い
て
、
再
構
築
協 

議
会
が
設
置
さ
れ
、
議
論 

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、 

路
線
の
存
廃
を
焦
点
化
す 

る
の
で
な
く
、
関
係
者
が 

連
携
・
協
働
し
、
実
情
に 

合
っ
た
持
続
可
能
な
地
域 

吉
谷
代
議
員 

・
新
入
組
合
員
の
対
応
方
に

関
す
る
要
望 

・
若
手
組
合
員
の
組
合
離
れ 

        

第
二
小
委
員
会 

（
安
全
・
業
務
） 

 

北
代
議
員 

・
車
掌
や
駅
係
員
の
着
座
業

務 ・
乗
務
カ
バ
ン
の
多
様
化 

・
熱
中
症
対
策 

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
構
築
し
な 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て
も
、 

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
連
合
、
地 

方
議
員
団
、
さ
ら
に
は
地 

方
連
合
会
等
と
の
連
携
を 

深
め
、
地
方
議
会
で
の
議 

論
を
喚
起
し
て
い
き
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

な
お
、
Ｊ
Ｒ
広
島
病
院 

支
部
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に 

お
か
れ
て
は
、
来
春
に
控 

え
る
、
県
立
広
島
病
院
、 

中
国
電
力
病
院
等
と
の
統 

合
・
転
籍
に
よ
り
、
最
後 

の
定
期
大
会
の
出
席
と
な 

り
ま
す
。 

新
病
院
で
の
ご
奮
闘
を 

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と 

と
も
に
、
連
合
の
仲
間
と 

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
連
携 

を
取
っ
て
い
く
こ
と
を
確 

認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 


